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夏の ように暑い日があったか と思 う,'tr翌 日は,オエバ無 しでは歩け在'い轟の
寒い雨降Dが来たDで,美 し･いCanadi'an Sul加治r までには未だ日数がい く
ら.か必要の ようですO 先日は,I6月の物性研短観研究会の案内を遠~方の私まで
いただき大変有難匿 うございま した. 研究会を有効 ならしめるような参加は,
と'ても私にはできる筈は あD漂せんが,一皆さんかち私共の仕事につ いて,いろ
いろ貴重 夜御 意見を聞かせ{'いた けゞ るのは非常に有難度 いことですの′で,是
非 とも紙上参加 させて いただきた くお戯 高致 します8
4月中旬に田中さんから研究会の連絡 を,V37t-ゞ きなが らこの事厩が 5月に
なってしまったのは,私の築不時にも一因があDますが,それ以外にも訳があ
少ます. と申 しますのは,4月には,Toront大学物理教室の し上NAC-の
甲a_chi･n'e rimeが私共に対 して2週間 も割 b当てられま したの で･この機会
軽二挙に装置の基本部分 (スぺク トロメ一一クーとエレク トロニクス )-を完全に∫.ン
調廃 し,H2 0やCH5cclSetC.の漂準物質を測定 して,装置の特性をつ･}〉L(.1
かんでおこうと馬力をかけたか らです｡ との 4月作戦 が計画通 b運んでくれれ
ば ,これか ら私が手がけようとしている実験の目論見の実現性が よD明白に夜
a,田中さんへの返事 ももっと具鉢的 な見通 しの上と云って審搾 るであろうと
考 えて いたからですO ところが,･この 目論見をはっきDさせ る首論兄は期待に
反 して,中途半端に終 ってし李いました｡と云 うのは実験期間中奇妙夜noise
に悩まされつづげ ,予定が半分 しか消化 できなかったからです.あげ くの果て
は この奇妙 なnoise は原因不明のまま迷宮入bとな9そ うです0
話が最初 かち脱線 してしまいましたの で,ここで田中さんからいただいた本
題 と急転回致 します-o当然のことですが,Guelphでの私の仕事について紹介
す るには ,Egelstaffをボス とする私の属するGuelphNeutronGroup
の 目論見につVi-てお話をせねば なDませんo 昨年7月Harwell原 子力研究所
か ら牧草地にかこ恐れたCanada虚栄の中心地 Guelphに Neutron Scatt-





(1) LINAC(′てルス中性子線源 )-Spinning?rystal(単 色中性子)
-Time ofFlightに よる軸定 と云 う新 しh combinationによるヰ 隆







A ,technicians2^,大学院学生 〕^ ;大体日本の大学の実験静座-単旺
程度 )は ,当然のことながら(1)に90解,e)に 10多の力を注いでいますが,
秋頃には(1)(2)に対する力の配分を50dj0-50酵程度にもって行 きたいと望ん
でいますO ､＼＼ノ
L'-最近の 且-ray あ･るわは中性子散乱実験の精度は,かな9良 くなってお9
2体分布関数のフ-7)エ変換の知酸の確実匿は2多は保証 できると断定 しても
間違い拝ないと思いますO しか し,5体分布関数を2体分布関数 と同 じ方法で
測定 するには,現在の散乱実験の確度は低すぎるのです｡多分現状の 1000
､倍以上の精度を必要 とするでしょうから,当分の間はこれは不可能在実験だと
思います｡Egelstaffの Groupは, この困妊 な障壁をのDこえることので
きる現在可能な道の～つ として梅造尚子の isothermalpressure deriv-




の (∂S(Q)/ ∂P)T滴 定に成功 しGuelphではKrとN2 を手がげでいま
すoKrとN_2Aの結果は未だ出ていませんので何 とも云え季せんが .Rb･
CC14ならびにAr(fkiikoloj.､′andPings の結果 を利用 )の結果から
-762-
鈴木隷爾氏からのレポート
t､riplepoinf近傍 では superposition approximation は･やは.カ全
く不適当であること,HNCやPY剛体球陰型が5体相関の特徴を全休的にか
なbよく表現することetc.が兄い出されています｡Rb㌢こついては加圧によ





group の結果 (最近の )はすべて弾性散乱甲 ものばかタです し,得意 とする
非弾性散乱の実験はTORONTO Spectrometer~の建設をもって,＼T度今は
じまったば かDですo 現在のEgelstaffgroup の関心 の持 ち方は弾性散乱
50藤,非弾性散乱50多と云 うところでしょうか ?
LiquidMetals 関係の具体的なテーマとしては,
(1) Rb,Ga,Al,Pb,Sn,Bi,etc･ ･- ･.S(Q)の よく分 っている
ものを選んで(∂S(Q)/∂P)Tを測定するo




(5) (∂S(Q.a･)/∂P)′TtOtalfor'-:Rb,Ga,Al,Pb),etc. - ･
と蓉き並べることができますが,現在の麗 elstaffGroup の中では私













以上の storyが GuelphNeutrーon-Group の中の LiquidJMetals
に関係する仕事 と私の仕事の綿連/,内容のあら巌です O 次に日本に本拠を
お く私の属するGroup の 仕拳を簡単 にか知 らせ します｡Group と云Vl
ま しても名ば かDで早稲､田嘉夫 君と私の2^だけがメンバーです｡ この
G,roup は ,目下の ところS(Q)とg(I)を中心 とす る問題にのみ集中 し
～
ていますO や って釆たこと,や bつつあること,これからやろ うとしてい
る ことetc.雑然 と次匿並 べてみます｡
(1) triplepoint近 くでの S(Q) の精度測定 - Hgの蔽 体構造の中
VLα -fig likeの metas＼t,∵able な部分が存●在 することがつ~きとめられ
たo
(2) ､S(Q) のm去in peakの前後にhumps があった9,peakが a去y-
,mmetric な紋捧金属の S(Q) の温度依存性をでき.る限 b広い温度範囲
にわた って測定するo Zn,Hg,Ga,Sn,Bi,Sb,etc･ を対象 ,
BiとSbの S(Q) は全 く相似形 であること,Sn,Bi,Sb,etq･の
g(r) は第 1.ピークと第 2ピークの間 にhumpがあるのを特徴 とす る ?
将来はGuelphGroup と結んでdensitydependenceすなわち圧力変
化 を測定 したいO-
(5) 遷移金属液 体の ように実験上の困厳 が大 きいたやに放置 されているジヤ .
.ンルの開拓 .liquidFeではparalnagnJeti-c scattering が測定 に
中かったo FeとNiでは液捧構造 に差異あDo将来は両者の合金系 ,め
るいは他の遷移金属合金液体壷試みたい｡
(4) 散乱実験の結果 から2体 ポテンシャ ル争(r)を導出するO¢(′日 に対す
る trialinitialfunetion な しにBG式の数値解を褒める方法を考
案 ~していろいろ応用 してみているd-Cs,Arを例にと9方法の険封を行
なったQ ID数種類の liqu-idmetalsyこついて≠(r) を得ているo 粘
性 ,表面張力に応用 した結果 ¢(r)の long-rangepaーrtが大 きい影
昏忽 もつ らしい ?不忠義 なことに,現在の ところこの 2休の projectは,
つ じつ′まの合 う結果 を出 しながら進行 してい るO 私共が実験屋で生データ





この 日本Group で恵72年国際会議にかいて,位)(4)を育成 して行 きたいと考
えています｡6)は非常に魅力があ9ますが , 72年以後になると思います.
GuelphgroupではTORONTO Sp･ectrometer の感 詮 とNaの _
(∂S(Q･a')/∂p)Selfぐらいを72年めがけ7:-ものに したいと考えています.
以上が私の仕事 と関連 したstoriesです｡ですからEgelstaffのGroup




ません｡ただ しMc虹bster大学のBrockhouseの研究室には ,ほとんど毎週 と
云 ってよい程spectrometer の拝借のために出かけてお9研究室の^連は ,
ボス以外は全員 よく知って辛 ませもと云 うのはBrockhouseはsabbatieal
yearをと?て,本年5月宋ま′でHa'rwellに出張中だからですo
ん｡将来はBrockho,use に会 って目論見を開かなhと分 9ませんが余 b町能
性がないように思います o lノ l｣スカロライナ大学時代の Stewart研究室で
phDをとってChalkRiver～に来ているDr.Kimに会った時の話 では,
Queen'S‥大学の;positr･-8nannihilationの装置 もほぼ完成 LStewart
Grouplの'Lカナダでの仕事が娃 じまっでいる､との事 でしたo liquidrpctals
を,どの程度やうで仏名のかは分 bませんO.この雇 笹甚K.ipgsto.lへ行 きます
のでQueen'S-本学へ出かけて･Stewartや Wil･spn:先生にお金hLたい
と思 っています:-O カナダはアメ7)カと同様就職難の不農気で新 しい研究を開拓
す ることは大変難かしいように見 えます. 鮭続 している研究でも研究費が,ど
武雄 ん打 ち切られた9縮少させられたbする例を非常に沢叫みかけます｡■7メ
l)カ'の情報は益 々争 bまやん06月に中性子散乱の夏の学校がボス トンである
とか ,8号虜 7ie液体半導体の国酸会議が､ミシガン大学であるとかを開いているだ




ます . その代 b雑念がわかなくて‥罵鹿の何 とかみたいに一つの ことに集中で
きてよいかもしれませんO
(後 略 )
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